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市
長　
　

報
奨
金
制
度
を
導
入

　

し
て
い
な
い
の
は
県
下
市
町

　

の
う
ち
時
津
町
と
大
村
市
だ

　

け
で
あ
り
、
本
当
に
申
し
訳

　

な
く
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

　

平
成
23
年
度
に
少
な
く
と
も

　

県
２
，
５
０
０
円
、
市
２
，

　

５
０
０
円
の
報
奨
金
を
出
す

　

と
い
う
方
向
で
進
め
て
い
る

　

と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
次
長　
　

大
村
市
の
奨
学

　

基
金
の
活
用
状
況
は
、
平
成

　

19
年
度
、
高
校
生
が
８
人
、

　

大
学
生
が
18
人
で
、
貸
付
額

　

が
４
２
０
万
円
。
平
成
20
年

　

度
、
高
校
生
が
７
人
、
大
学

　

生
が
11
人
で
、
貸
付
額
が
２

　

８
２
万
円
。
平
成
21
年
度
、

　

高
校
生
が
12
人
、
大
学
生
が

　

５
人
で
、
貸
付
額
が
２
３
４

　

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

　

を
見
る
と
、
特
に
大
学
生
の

　

貸
し
付
け
が
減
少
傾
向
に
あ

　

る
。
今
後
、
こ
の
貸
付
金
制

　

度
を
よ
り
多
く
の
人
に
活
用

　

い
た
だ
く
た
め
の
方
策
が
必

　

要
で
あ
る
と
教
育
委
員
会
も

　

考
え
て
い
る
。
最
近
、
文
部

　

科
学
省
が
所
管
す
る
独
立
行

　

政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

　

が
大
学
生
ら
に
貸
与
す
る
奨

　

学
金
の
対
象
者
を
大
幅
に
拡

　

大
す
る
方
針
を
発
表
し
た
こ

　

と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
動
向

　

等
も
見
き
わ
め
な
が
ら
、
今

　

後
、
貸
付
条
件
な
ど
の
見
直

　

し
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

　

い
る
。
今
後
、
委
員
会
の
中

　

で
検
討
し
な
が
ら
詰
め
て
い

　

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
長　
　

向
学
心
の
あ
る
方
、

　

意
欲
の
あ
る
方
、
優
秀
な
方

　

に
つ
い
て
は
、
こ
の
大
村
市

　

に
と
っ
て
宝
だ
と
思
う
。
そ

　

う
い
う
意
味
で
、
教
育
の
経

　

済
的
支
援
と
い
う
の
は
非
常

　

に
重
要
で
あ
り
、
奨
学
金
と

　

い
う
も
の
に
つ
い
て
も
っ
と

　

関
心
を
持
ち
、
対
応
し
て
い

　

く
必
要
が
あ
る
。
基
金
は
し

　

っ
か
り
積
ん
で
き
て
い
る
の

　

に
、
毎
年
利
用
が
減
っ
て
き

　

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
早

　

急
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

　

る
。
今
度
中
に
見
直
し
を
し

　

て
、
23
年
度
か
ら
は
大
き
く

　

改
善
を
し
た
い
と
考
え
て
い

　

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
自
販
機
の
公
募
方
式
の
導
入

・
防
災
無
線
の
整
備
予
定
と
防

　

災
ラ
ジ
オ
の
開
発
に
向
け
て

・
漏
水
が
拡
大
す
る
水
道
問
題

・
萱
瀬
ダ
ム
及
び
周
辺
の
整
備

ご
存
知
で
す
か
？
狩
猟
者
の
負
担
の
数
々

「
奨
学
金
」
借
り
た
い
け
れ
ど
・
・
・

神
近
議
員

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策
に
従

　

事
す
る
狩
猟
者
に
は
、
免
許

　

取
得
費
を
は
じ
め
、
講
習
、

　

更
新
、
登
録
、
狩
猟
税
、
器

　

具
、
猟
犬
の
飼
養
な
ど
に
数

　

々
の
経
済
的
負
担
が
生
じ
て

　

い
る
。
他
市
町
村
と
同
様
、

　

捕
獲
報
奨
制
度
の
導
入
を
望

　

み
た
い
。

　

大
村
市
奨
学
基
金
の
利
用
が

　

低
迷
し
て
い
る
。
貸
付
額
、

　

対
象
者
、
返
還
期
間
等
を
見

　

直
し
、
借
り
や
す
く
す
る
べ

　

き
。
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市
民
生
活
部
長　

①　

情
報
伝

　

達
の
手
段
と
し
て
、
状
況
に

　

よ
り
市
の
広
報
車
や
消
防
団

　

の
車
両
に
よ
る
周
知
、Ｆ
Ｍ

　

お
お
む
ら
に
よ
る
緊
急
放

　

送
、
メ
ー
ル
配
信
な
ど
を

　

行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

　

の
手
段
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

一
般
的
に
は
テ
レ
ビ
か
ら
の

　

情
報
が
い
ち
早
く
伝
達
さ
れ

　

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

　

え
て
い
る
。
新
規
の
無
線
設

　

備
の
整
備
ま
で
の
間
に
お
け

　

る
一
斉
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
し

　

て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放

　

送
が
有
効
な
伝
達
手
段
と
考

　

え
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長　

②　

災
害
時

　

の
要
援
護
者
の
把
握
に
つ
い

　

て
は
、
平
成
19
年
か
ら
民
生

　

委
員
の
方
々
が
全
国
展
開
と

　

し
て
い
る
災
害
時
一
人
も
見

　

逃
さ
な
い
運
動
と
連
携
を
し

　

て
進
め
て
い
る
。
現
在
、
要

　

援
護
者
の
同
意
を
得
て
約
７

　

５
０
人
の
情
報
を
登
録
し
、

　

市
を
は
じ
め
社
会
福
祉
協
議

　

会
、
民
生
委
員
、
消
防
署
、

　

消
防
団
及
び
一
部
の
地
元
の

　

町
内
会
、
地
元
自
主
防
災
組

　

織
と
情
報
を
共
有
し
て
い

　

る
。
し
か
し
、
同
意
が
得
ら

　

れ
な
い
人
や
要
援
護
者
と
し

　

て
把
握
し
て
い
な
い
人
も
少

　

な
く
な
い
状
況
に
あ
る
。
個

　

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
同

　

意
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
る

　

が
、
や
む
を
得
な
い
と
き
に

　

何
を
優
先
す
る
か
と
い
う
点

　

で
、
同
意
が
な
く
て
も
市
が

　

保
有
す
る
住
民
情
報
を
関
係

　

機
関
で
共
有
で
き
る
関
係
機

　

関
の
共
有
方
式
の
導
入
に
つ

　

い
て
、
現
在
検
討
を
進
め
て

　

い
る
。

企
画
部
長　
　

水
資
源
の
確

　

保
、
海
水
の
淡
水
化
、
一
般

　

住
宅
の
雨
水
の
貯
留
及
び
浸

　

透
施
設
、
下
水
道
処
理
水
の

　

再
利
用
、
公
共
施
設
で
の
雨

　

水
貯
留
及
び
浸
透
施
設
・
雑

　

用
水
の
利
用
、市
道
の
側
溝
・

　

舗
装
に
よ
る
雨
水
浸
透
、
節

　

水
機
器
の
普
及
推
進
の
７
項

　

目
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

　

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
具
体

　

策
を
出
す
た
め
に
、
必
要
な

　

デ
ー
タ
資
料
と
し
て
調
査
解

　

析
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

　

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
公
共
施
設
の
耐
震
状
況
に
つ

　

い
て

防
災
の
日
に
ち
な
ん
で
防
災
行
政
の
あ
り
方
は
十
分
か

水
資
源
対
策
の
調
査
の
状
況
は
ど
う
か

三
浦
議
員

　

防
災
行
政
に
つ
い
て

　

①
新
し
い
防
災
無
線
の
導
入

　

に
つ
い
て

　
　

現
況
の
手
段
の
状
況
と
問

　

題
点
、
新
し
い
防
災
無
線
の

　

導
入
の
是
非
と
現
在
の
進
捗

　

状
況
、
導
入
ま
で
の
最
良
の

　

警
報
、
情
報
伝
達
手
段
は
ど

　

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放

　

送
の
活
用
等
、
他
の
手
段
と

　

の
関
連
に
つ
い
て
は
ど
う

　

か
。

　

②
災
害
時
の
要
援
護
者
に
つ

　

い
て

　
　

要
援
護
者
の
状
況
に
つ
い

　

て
、
そ
の
現
況
と
問
題
点
及

　

び
そ
の
対
策
と
今
後
の
展
望

　

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

水
資
源
対
策
に
つ
い
て

　
　

市
内
各
地
の
井
戸
の
水

　

位
、
河
川
の
流
量
な
ど
の
現

　

地
調
査
の
中
間
の
状
況
は
、

　

そ
の
状
況
を
受
け
て
今
後
の

　

雨
水
貯
留
施
設
、
浸
透
性
道

　

路
舗
装
等
は
ど
の
よ
う
に
考

　

え
る
か
。
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